
(1) 昭和41年12月1日

村のようす
(11月1日現在）．

世帯数 1 ;437戸
人口 7,88~ 人
男 .3,851人
女 4,03.1人

— 面積ー・ — ・ ・ ....... 46;65 ・ 
・K盃

直一

gooL-よ
-
:
今年は秋の天候もよく米の脱穀調製もII原調に終り米の売渡につ

いても余すところ?,000俵となりました。12月は天候もくづれ易

く降雪等も予想されますので、農協及び受検組合長に連絡して

売渡しの終っていない方はl2月15日までに売渡しが完了するよ

うにして下さい。11月末日までの売渡実績は次のとおりです。
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ソ
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総

務

課

一
日
二
日
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

一
六
日
第
四
回
定
例
村
議
会

下
旬
工
業
続
計
基
本
調
査
並
に
中
小
企
業
基
本
調
査

ニ

八

日

御

用

納住

-

民

課

一

日

乳

幼

児

健

康

相

談

午

前

九

時

児

童

館

午

后

一
時
母
子
セ
ン
タ
ー

一
日
一
般
住
民
第
二
次
結
核
検
診
午
前
一

0
時
ー

午
后
二
時
玉
川
村
公
民
館

七
日
子
宮
癌
検
診
午
前
九
時
一
―

10分
児

童

館

午

后
十
二
時
三

0
分
玉
川
村
公
民
館

八
日
移
動
保
健
所
実
施
（
四
辻
地
区
）

中

旬

老

人

検

診

須

釜

小

学

校

一
三
日
イ
ソ
フ
ル
＝
ソ
ザ
予
防
接
稲

一
四
日
ク

二

二

日

ク

二

三

日

ク

務

誹

村
内
一
円
家
屋
調
査

固
定
資
産
税
納
期

産

業

課

一
日
農
業
改
良
推
進
員
役
員
会

五
日
農
業
委
員
会
（
支
所
）
（
米
売
渡
減
額
認
定
）

九

日

自

作

農

協

会

役

員

会

1
0日
村
内
一
『`斉
野
そ
駆
除

一
四
日
収
穫
感
謝
祭
（
大
東
）
改
良
推
進
員
会
主
催

二
0
日
定
例
農
業
委
員
会
（
支
所
）

建
．
〗設
課

旬
公
営
住
宅
蕨
ヶ
岡
団
地
竣
工

旬
災
害
復
旧
工
事
実
施
設
計
作
成

旬
須
釜
中
学
校
長
住
宅
竣
工

旬
須
釜
小
中
学
校
給
食
室
竣
工

旬
四
辻
分
校
職
員
住
宅
竣
工

旬
。
公
営
住
宅
入
居
者
決
定

旬
災
害
復
旧
事
業
入
札

間
失
対
事
業
監
督
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神よ紹な 況し事関広がすんがは三制てう ・
奈り介り丹をまをの報村；°承行過つ度一県県
川福に各内御し囲長課に去知は日を‘”日政で

~:~ 関旦讐鯰信盈靡青拿？悶需墨誓胃胄闊 成
千しまて機がせそ談席の知ーと事市げ懇‘う民矢0葉東木関司しの会し各事月~ ~ まで一談モ方 * 
県京村の会ま時をて出と一思‘第日会二法嵐葛[
‘都知長者すの開県先文日い皆一県‘クと
埼‘事をと°状催知機書我まさ回庁と 1し通

〇）をを

にのにと所がばにの所が本加電あ耕りきき玉 囲納
発内入あに出裕あ七得あでう源り地港ない県 t;
表容りい考来福る三にる二る資‘がが県‘支懇め
致及まさいるなの％於に番に源猪ああで岩ロ
し答しつてか生でとてか目湿も苗りりあ手併吾火 fこ
ま弁たが実を活‘云は入と泉豊代山平る県し口火
すはがあ行県をどう全わ云の富‘林坦がのた A
°来‘りし民すうひ国らう数に只資豊海次よ

云

月質質たとるすく平ず資はあ見源饒がにり
号問問いー事れさ均‘源日りとがなあ大大

本
年
度
二
回
に
亘
る
台

風
の
上
陸
に
よ
り
本
村
内

に
も
多
大
の
被
害
を
見
ま

し
た
が
農
林
省
、
建
設
省

公共土木災害補助事業

味矢大小熊矢矢熊矢矢

竹針 辺
原吹 -田部部田部部

光富:~正
枝子子江次博政也郎治

中

災
害
復
旧
補
助
事
業
の

査

定

が

完

了

し

ま

し

た
文
部
省
に
よ
る
災
害
の
現

地
及
設
計
の
査
定
が
完
了

し
別
表
の
通
り
実
施
個
所

が
決
定
し
ま
し
た
。

待
ち
遠
し
い
成
・
↓
江

5.-．
 

昭

和

四

十

二

年

一

月

十

須

籐

ゴ

一

ツ

ェ

五

日

に

行

わ

れ

る

成

人

式

三

瓶

ト

ッ

ニ

川

崎

ギ

ョ

子

鈴

木

：
兼

代

の
該
当
者
は
次
の
と
お
り

吉

村

文

子

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

・・

小

高

．．

調
査
も
れ
の
方
は
十
二
月
i

二

十

日

ま

で

教

育

委

員

会

須

藤

重

次

郎

事

務

局

へ

申

し

出

て

下

さ

石

井

繁

義

い。

．`
溝

井

栄

子

川

矢

．
吹

．

靖

子

藤

田

澄

子

，

矢

正
〈
．
伸

子

車

田

愛

f

子

坂

本

恵

子

浅

川

キ

ミ

ェ

溝

井

サ

ソ

子

、
中

村

恵

美

子

小

林

秋

子

溝

井

ト

ミ

子

常和一勇

昭
和
三
十
九
年
度
よ
り

玉
川
村
大
字
竜
崎
地
内
よ

り
県
代
行
工
事
と
し
て
着

工
し
昭
和
四
十
年
度
に
竜

崎
バ
イ
バ
ス
道
が
完
成
し

ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年

度
よ
り
ば
こ
の
国
道
一
―

八
号
線
む
建
設
省
の
起
業

と
な
り
水
戸
郡
山
間
全
線

改
良
の
時
期
も
余
り
遠
く

な
い
も
の
と
思
は
れ
ま
す

本
年
度
は
中
区
よ
り
竜
崎

区
内
迄
延
長
約
二
三

0
0

米
に
亘
り
改
良
工
事
が
進

め
ら
れ
る
事
に
な
り
既
に

入
札
も
終
り
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。
大
型
ベ
ス
の

交
換
も
自
由
に
な
ら
な
い

現
状
に
道
巾
の
広
い
埃
の

な
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路

が
早
急
に
完
成
す
る
日
を

望
ん
で
い
ま
す
。

□

118

輝
改
良
工
事
着
工

小

針

．

忠

吉

田

定

三

駒
木
根
ト
メ
ヨ

古

寺

富

久

子

永

林

富

子

崎

．
．
 

三

吉

春

子

小

林

艶

子

小

林

節

子

上

野

八

重

子

佐

藤

マ

サ

子

小

林

民

子

仁

井

田

初

子

小

林

サ

タ

ノ

岡

部

フ

ク

ヨ

岩

法

寺

竜

佐

藤

太

吉

田

為

治

大

竹

美

之

吉

田

ハ

ツ

子

南

須

釜大
越

利

男

大

野

義

秋

大

野

左

源

，治

円

谷

良

次

円

谷

忠

房

大

野

好

利

神

山

憲

子

大

越

美

江

子

飯

島

敏

子

大

野

ヤ

ス

子

木

戸

秀

子

青
色
申
告
は
毎
日
の
取

引
を
記
帳
し
、
そ
の
帳
簿

に
よ
っ
て
正
し
く
所
得
を

計
算
し
て
申
告
を
す
る
方

々
は
、
い
ろ
／
＼
の
特
典

を
認
め
る
な
ど
有
利
な
扱
．

い
を
す
る
制
度
で
す
°
青

色
申
告
を
す
る
と
図
に
示

す
よ
う
に
税
金
の
負
担
も

少
く
て
す
み
ま
す
し
そ
の

う
え
企
業
の
損
益
や
費
産

の
状
況
が
わ
か
り
企
業
の

合
理
化
と
発
展
に
役
立
て

る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

事業所得が 100万円の場合
の青申と白申の税負担比較

北

須

釜

査定 設計概要
番号 位 置 路河川名 延長｀●0坦法留留石石積積

(412 川辺字堂乎川辺吉 12.0, i・ •·29.7 . m' 
△ 413~ ~ ・ ~19.0 ,.'o40.0 

. ~、il.4l14~ /,, /,, ' ・ 1- 25 .o 排0．水3．工8蕊.0.om 

△ 415~ ~ ~10.0u皇~•—_• 2一3^.^1^  
△ 4．． 16 北須釜字雀森兎田奥撫 30.+0•·• 釦":0和78平.1-um 

△ .. 4-17 ク｀字宮田 // 30.0 排.0水6工23.20:om 

△ 392 ・ク 字墜木石 ・ ・・~-· 8.0: • •25.125 
△ 3Q3・ ・ク字森殿 .... ~ ・ 25.0 、 •,~2.5
△ 394 // 字下舘石 //. '.S.O. ' ~2Q;_9 

△ 395 // 字仁戸内,.. ， // ·•··8: 0 -;~, •'暗:"1き7ょ.l_5ケ所
△ ~ 1'字沢目木1 1- 13.Q" , 迅3・.S
△ ~ ― ク字沢目木2 ~ lo.o·-~.33.l 
△ 398 -//字沢目木3 // lQ;Q · •28;1 
△ 399 ク字沢目木4 // 13.0 •4:3.5 
△ 400 // 字坂ノ下 // 25.0 •79.4 
△ 401 9 字奥撫 9 19.0 暗渠工
ヌ ク字雀森1 雀森中ノ内 22.0 -54.45 

△ X亨△ △ ,444400005 7 3 4 // // 2 // 21.,0°60.34 南須釜字狸穴山小屋坂ノ下 8.0 •43.0 

山南小須~屋釜字字洞. 小屋~牛.久弓保 ク 24,0 •50.3 
小牛弓 151.2'.. ,・.00 . •40.6 

// ,:, ・; - -•_4l ,i8 

△ 408・ ク字青井沢千五沢四辻 12.0 暗•き33ょ~12ケ所
△ 409 // .. // ，// 6.0°22A7 

△ 410 四辻新田字村中 /'/ 10.0 暗•5き4ょ.16ケ所
△可丁I // 字根藤地 // 10.0 — •27.7 
公共土木関係 26ヶ所 査定額 6,846千円

農業用施設災害補助事業

位置 工種

南須釜字青井沢 農地

小高字天神 1 道路
/j -'/ 2 '// . 
小両字会支志 水路
川辺字山森田 溜池堤塘≪
南須釜字小柳作 道路
クク // , ,. 

小高字会支志 // 

青
色
申
告
を
す
る
た
め

の
手
続
は
今
か
ら
来
年
ー
―
―

月
十
五
日
ま
で
の
間
に
、

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
税
務
署
に
だ
す
こ
と
に

な
っ
．．
 
て
い
ま
す
が
な
る
べ

く
早
め
に
申
請
し
て
下
さ

い
。
申
請
の
し
か
た
や
記

帳
等
の
方
法
に
つ
い
て
は

税
務
署
だ
け
で
な
く
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
青
色

申
告
会
等
で
も
指
導
し
て

お
り
ま
す
の
で
御
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

100,000 

~ 20,000 

゜

農地及農業用施設 8ヶ所 査定額 1,371千円
X印は4号台風被害 △印は26号台風被害

公立学校施設害補助事業
須釜小学校及四辻分校の法面崩壌 2ヶ所 1,141千円

―――-、主
0
0

税鳳…
 

Pl
七
、
一
染
0

所

-l―咲―――10
税

引麟
臼
詈
蚤
、
栗
0

合

四山
辻
榊新石
小
近森鉄矢大有小塩佐吉矢塩癖関野鈴佐

田屋
枝 森 内 木部和賀針沢裔村吹沢技根口木藤
ハテス田 ヨヨ

ルルサ茂豊義令光ミ安ジッ矛IJ庄庄康
チ

子子ヨ房隆次子子ヱ子子ヱ勝七嗣雄武

吉

ヨ 吉

シ 秋
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よ
り
一

一
議
会
だ
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▽
第
三
回
臨
時
議
会
開
催
こ
の
大
会
は
去
る
十
一

第
三
回
臨
時
会
は
去
る
月
十
日
、
東
京
都
台
東
体

十
一
月
二
日
か
ら
十
一
月
育
館
に
於
て
開
催
さ
れ
、

四
日
ま
で
三
日
間
の
会
期
―
―
千
八
百
人
の
町
村
議
長

で
開
ら
か
れ
左
記
の
案
件
と
関
係
者
が
参
集
し
、
町

を

審

諮

し

た

。

村

自

治

の

当

面

す

る

重

要

議

案

第

二

十

八

号

事

項

に

つ

い

て

政

府

、

国

，
福
島
県
消
防
補
償
等
組
会
に
強
く
要
望
し
た
。

合
を
組
織
す
る
市
町
村
本
村
よ
り
は
小
原
議
長

が
出
席
し
た
。

数
の
増
減
及
び
組
合
規

▽
各
常
任
委
員
長
、
経
済

，
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

土
木
常
任
委
員
合
同
会

（
原
案
可
決
）

議

開

催

．

議
案
第
二
十
九
号

こ
の
会
議
は
去
る
十
一

昭
和
四
十
年
度
玉
川
村

月
十
七
日
、
さ
き
に
台
風

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
報
告
に
つ
い
て
。

扇
剰
余
金
、
六
、
一
五
四
号
、
台
風
二
十
六
号
に

0
、
一
五

0
円
、
報
告
ょ
り
被
害
を
受
け
た
、
土

通
り
承
認
）

議
案
第
三
十
号

昭
和
四
十
年
度
玉
川
村

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
報
告

に
つ
い
て
。

0
剰
余
金
、
四
、
一
〇

・五、

0
八
八
円
、
報
告

輝
り
承
認
）

議
案
第
一
―
-
+
―
号

昭
和
四
十
一
年
度
玉
川

村
一
般
会
計
補
正
予
算

盆
第
二
号
江
案

（
補
正
額
―
―
―
-
‘
-
―
―
―
―
―

二
千
円
原
案
可
決
）

議
案
第
三
十
二
号

昭
和
四
十
一
年
度
玉
川

村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
案
）
（
補
正
額
一
、
七
九
一

千
円
原
案
可
決
）

▽
第
十
回
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会

昨
年
度
よ
り
計
画
中
の

我
が
村
の
農
業
構
造
改
善

事
業
は
着
々
と
進
行
し
本

年
度
の
事
業
と
し
て
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

土
地
基
盤
整
備
事
業

（
圃
場
整
備
事
業
）
は
去

る
十
月
二
十
六
日
指
名
競

争
入
札
の
結
果
次
の
と
お

り
落
札
し
、
十
一
月
二
十

一
日
北
須
釜
児
童
館
に
お

い
て
起
工
式
を
行
い
工
事

に
着
工
い
た
し
ま
し
た
。

中
地
区
矢
吹
町
高
田

工
業
k
k

落
札
価
格

一
、
四
八
五
万
円

農
業
構
造
改
善
事
業
の

士
地
基
盤
整
備

事
業
工
事
は
じ
ま
る

木
施
設
、
農
地
施
設
等
の

災
害
復
旧
計
画
を
検
討
す

る
た
め
開
ら
か
れ
な
も
の

で
、
早
朝
よ
り
小
林
土
木

常
任
委
員
長
を
は
じ
め
一

行
十
名
は
災
害
現
地
を
視

察
し
、
早
期
復
旧
を
決
め

こ。
キ‘▽
第
四
回
臨
時
会
開
催

第
四
回
臨
時
会
は
去
る

十
一
月
二
十
四
日
開
ら
か

れ
、
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
及
び
、
公

立
岩
瀬
病
院
組
合
議
員
の

選
挙
に
つ
い
て
を
次
の
よ

う
に
決
定
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

味
原
嘉
雄
氏
（
再
任
）

公
立
岩
瀕
病
院
組
合
議

員
大
木
一
夫
氏
（
再
選
）

北
須
釜
地
区
石
川
町

水
谷
工
業
k
k

落
札
．

価

格

九

0
0万
円

今
年
度
三
月
ま
で
に
行

う
事
業
は
面
積
に
し
て
中

地
区
は
田
一
六
ha
、
畑
三

o
h
a
の
区
画
整
理
と
幹
線

道
路
六
、
二
八
四

m
（
巾

員
四
、
五

m
)
及
び
こ
れ

に
伴
ぅ
換
地
計
画
七
二
ha

ホ
ッ
プ
畑
の
造
成
五
ha
と

な
っ
て
お
り
、
北
須
釜
地

区
は
区
画
整
理
一
九
ha
、

幹
線
道
路
四
、
四
九
五

m

及
び
こ
れ
に
伴
う
換
地
計

画
五
―

ha
が
行
は
れ
、
心

配
さ
れ
て
お
っ
た
た
ば
こ

の
増
反
に
つ
い
で
も
公
社

と
接
渉
の
結
果
、
六
ha
の

増
反
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
今
后
に
残
さ
れ
た

問
題
は
如
何
に
し
て
こ
の

世
紀
の
大
事
業
を
効
果
の

あ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

受
益
者
始
め
村
民
の
皆
様

が
一
致
し
て
こ
の
事
業
に

協
力
し
て
い
た
ゞ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
お
昭
和
四
十
二
年
以

降
の
実
施
計
画
は
中
地
区

は
、
四
十
二
年
度
に
国
道

―
一
八
号
線
の
東
部
の
水

田
ニ
―

ha
の
区
画
整
理
と

経
営
近
代
化
施
設
と
し
て

ホ
ッ
。
フ
乾
燥
所
一
棟
（
建

坪
二

0
八
2
m
)

ホ
ッ
。
フ
花

摘
機
三
台
、
―

-
0馬
カ
ト

ラ
ク
タ
ー
一
台
の
導
入
、

三
ha
の
ホ
ッ
プ
畑
の
造
成

で
北
須
釜
地
区
は
一
―
―

-
h
a

の
区
画
整
理
、
た
ば
こ
共

同
育
苗
施
設
二
棟
（
八
六

2

m

)

た
ば
こ
乾
燥
施
設
一

0
棟
（
三
六

0
2四
）
の
建

設
が
な
さ
れ
、
四
十
三
年

度
に
は
中
地
区
で
は
ホ
ッ

。
フ
乾
燥
所
一
棟
、
二

0
馬

カ
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
、
四

五
馬
カ
一
台
、
ホ
ッ
プ
畑

の
造
成
が
な
さ
れ
、
北
須

釜
地
区
で
は
四
五
馬
カ
ト

ラ
ク
タ
ー
一
台
、
た
ば
こ

育
苗
施
設
四
棟
（
一
七
二

2

m

)

た
ば
こ
乾
燥
所
二
七

棟
（
九
七
二
2

m

）
の
建
設

で
事
業
は
完
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
真
の
構

造
改
善
は
こ
の
事
業
だ
け

で
は
達
成
さ
れ
る
も
の
で

な
く
、
大
型
機
械
と
こ
の
施
設
及
び
大
型
圃
場
の
活
用
に
よ
り
生
産
の
増
加
と
省
力
に
よ
り
所
得
の
倍
増
に
あ
る
も
の
で
こ
れ
が
推

十
二
月
四
日
か
ら
十
日

ま
で
、
例
年
の
と
お
り
人

権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
中
で
個
人
の

幸
福
や
、
人
間
の
生
命
、

自
由
、
な
ど
が
守
ら
れ
な

い
不
安
が
起
っ
て
お
り
ま

す
。
泣
き
寝
入
り
し
て
は

幸
福
な
生
活
せ
営
む
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権

を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

特
に
今
年
は
プ
ラ
イ
バ

ツ
ー
の
権
利
と
名
誉
毀
損

に
重
点
を
お
い
て
ま
す
。

例
え
ば
、
わ
け
も
な
く
私

生
活
が
他
人
か
ら
の
ぞ
き

見
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は

干
渉
さ
れ
た
り
、
公
表
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
は
迷
惑

な
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
他
人
の
干
渉
か
ら
私

生
活
を
守
る
た
め
、
プ
ラ

イ
バ
ッ
ー
の
権
利
が
認
め

ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
又
そ

の
人
の
名
誉
を
侵
害
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
守
ら
れ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
権
を

侵
害
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

方
や
、
人
権
の
侵
害
さ
れ

、
、
、

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
人

権
擁
護
委
員
に
相
談
す
る

便

年
末
年
始
の
郵
便
利
用

に
つ
い
て
御
願
い

川

辺

郵

ー
疇
町
「
人
権
週
間

'
心
な
い
う
わ
さ
が
人
を

福

島

地

進
に
は
役
場
を
中
心
に
農

協
、
共
済
、
県
等
の
指
導

機
関
と
協
力
し
て
農
業
構

（
産
業
課
）

か
、
あ
る
い
は
法
務
局
の

人
権
擁
護
課
ま
た
は
支
局

に
申
し
出
て
下
さ
い
。

現
在
、
福
島
県
下
の
市

町
村
に
は
二
八
二
名
の
方

が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
、
法
務
局
と
と
も
に

県
民
の
自
由
や
、
権
利
が

侵
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
ど
ん
な
相
談
に
も
応

じ
て
お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
か
ら
十
分

に
利
用
さ
れ
る
よ
う
望
み

ま
す
。
最
後
に
法
律
扶
助

制
度
に
つ
い
て

秋
た
ち
の
生
活
に
は
、

い
ろ
い
ろ
紛
争
が
起
っ
て

皆
様
お
待
ち
か
ね
の
新

春
年
賀
状
を
は
じ
め
年
末

年
始
郵
便
物
を
、
よ
り
速

く
お
届
け
す
る
た
め
次
の

事
項
に
つ
い
て
御
協
力
下

さ
い
。

①
年
末
年
始
贈
答
用
の
小

包
は
十
二
月
十
五
日
頃

ま
で
に
お
出
し
下
さ
い

＠
年
賀
状
は
お
そ
く
も
十

二
月
二
十
二
日
ま
で
に

お
出
し
下
さ
い
。
(
+
五

日
か
ら
受
付
け
ま
す
）

⑧
御
婦
人
お
子
様
あ
て
、

ま
た
は
お
子
様
た
ち
が

お
友
達
相
互
に
交
換
す

る
年
賀
状
の
あ
て
名
に

は
世
帯
主
名
を
肩
書
す

る
か
字
名
番
地
ま
で
詳
，

し
く
お
書
き
下
さ
い
。

造
改
善
の
目
的
達
成
に
当

り
た
い
。

局

ま
す
。
そ
の
場
合
、
訴
訟

を
お
こ
そ
う
と
し
て
も
、

そ
の
費
用
に
お
困
り
の
方

々
の
た
め
、
法
律
扶
助
制

度
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

最
寄
り
の
弁
護
士
会
で
受

付
け
て
お
り
ま
す
が
、
人

権
擁
護
委
員
や
、
法
務
局

人
権
擁
護
課
ま
た
は
支
局

に
お
い
て
も
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
気

軽
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

「
憲
法
第
十
三
条
」
す

べ
て
の
国
民
は
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、

自
由
及
び
幸
福
追
及
に
対

す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い

て
は
公
共
の
福
祉
に
反
し

な
い
限
り
立
法
そ
の
他
の

国
政
の
上
で
最
大
の
尊
重

を
必
要
と
す
る
。

11

人
権
は
侵
さ
れ
る
ま
い

侵
す
ま
い
If

本
村
の
人
権
擁
護
委
員

は
、
次
の
方
々
で
す
。

南

須

釜

大

木

一

夫

竜

崎

小

林

彦

右

衛

門

（
玉
川
村
役
場
）
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住宅の間取
八
月
中
旬
よ
り
、
熊
田

建
設
、
鈴
木
建
設
に
よ
り

玉
川
村
営
住
宅
を
竜
崎
蕨

ヶ
岡
地
内
に
建
設
中
の
こ

と
は
既
に
承
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
近
く
完
成
し

ま
す
の
で
、
住
宅
入
居
者

を
玉
川
村
宮
住
宅
管
理
条

例
第
三
条
の
規
定
に
も
と

ず
き
、
左
記
要
領
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

日
所
在
地
玉
川
村
大
字

竜
崎
字
蕨
ヶ
岡

口
団
地
名
及
住
宅
番
号

蕨
ヶ
岡
団
地
第
一
号

ー第一
0
号

巳
種
目
第
二
種
木
造
乎

家
瓦
葺
一
戸
建

四
家
賃
[
月
額
ニ
ヽ

O

0
0円
内
外

箇
入
居
資
格

り
村
内
に
住
所
又
は
勤

務
場
所
を
有
す
る
者

＠
現
に
同
居
し
叉
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と
。

り
家
賃
月
額
の
六
倍
以

上
の
収
人
が
あ
る
こ

と
.0

因
申
込
受
付
期
間
昭
和

四
十
一
年
十
一
月
二
十

五
日
よ
り
十
二
月
十
ll

納
付
す
る
よ
う
銀
行
等
に

依
頼
す
れ
ば
、
．
以
後
は
何

の
手
数
も
い
ら
ず
、
居
な

が
ら
に
し
て
納
税
が
出
米

る
便
利
な
制
度
で
す
。
‘

未
だ
利
用
に
な
っ
て
い

な
い
方
は
、
こ
り
機
会
に

ぜ
ひ
御
利
用
に
な
る
よ
う

御
す
す
め
し
ま
す
。

．
く
わ
し
く
は
税
務
署
ま

た
は
銀
行
窓
1
で
お
た
ず

ね
卜
さ
い
。

i

ーーー＝＝＝＝
n-

ロ

バ

..
 
,,.:-..
 1

為

血

朝

霧

に

心

の

み

だ

れ

深

ま

り

ぬ

＿

部

落

出

生

児

氏

名

と
ち
の
葉
の
霊
踏
み
し
だ
く
く
ろ
つ
ぐ
み

111

竜

崎

小

林

加

代

子

碁

光

寺

＿
 

l

ク

鈴

木

広

和

に
よ
ら
い
ぶ
つ

111

咲

く

限

り

鉗

・

朝

顔

や

如

来

仏

一

紘

濃

路

の

た

ち

そ

ば

喰

ふ

て

秋

を

知

る

血

南

須

釜

円

谷

正

子

沿
I

,

1

1

1

北

須

釜

草

野

正

則

．

高

原

弘

勝

＿
ク

、

；曰`
．

，

•
よ

t
5
.
.
.

霧

淀

湯

煙

押

い

灯

と

も

り

す

．

一
"――
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ま

で

十

月

三

十

日

石

川

中

学

但
受
付
場
所
玉
川
村
役
校
屋
体
で
開
催
さ
れ
た
、

石
川
地
方
剣
道
連
盟
主
催

場
健
設
課
―-｝＇‘{ 

．．
 

の
第
十
三
回
剣
道
大
会
に

玉
川
村
商
工
会

1

出
場
し
に
須
釜
中
学
校
は

A
組
が
一
位
に
、

B
組
が

三
位
に
人
賞
優
勝
旗
を
穫

年
末
年
始
大
売
出
し

玉
川
村
商
工
会
で
は
十
期
間
中
二
枚
に
倍
増
し
て
得
、
叉
個
人
戦
で
は
野
口

二
月
十
五
日
か
ら
翌
年
一
大
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
二
準
行
が
優
勝
し
ま
し
た
。

月
十
日
ま
で
年
禾
年
始
り
月
中
旬
に
商
品
交
換
会
を
こ
れ
は
秦
治
夫
先
生
が

大
売
出
し
を
行
い
ま
す
。
実
施
す
る
も
の
で
、
ど
ん
四
rl
間
真
剣
な
指
導
の
賜

サ
ー
ビ
ス
チ
ェ
ソ
が
現
な
商
品
が
出
る
か
話
題
に
で
、
本
年
度
各
剣
道
大
会

在
行
，
っ
て
い
る
現
命
百
円
な
っ
て
い
ま
ず
。
9

.

」

で

も

三

回

も

優

勝

し

て

お

買

上

げ

の

方

に

一

枚

進

呈

剣

道

の

王

座

[

/

り

、

少

年

剣

士

等

は

慈

気

益
々
さ
か
ん
で
、
鉗
ll
稽

須

釜

中

学

校

喜

励

ん

で

い

ま

す

。

し
て
い
る
サ
，
＇
ビ
ス
券
を

．
．
 

振
替
納
税
の
こ
利
用
を

便
利
な
納
税
方
法
と
し

て
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た

振
替
納
税
制
度
は
、
好
評

の
う
ら
に
第
二
年
日
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を

利
用
さ
れ
て
い
る
納
税
者

数
は
申
告
所
得
納
税
人
員

の
お
よ
そ
七
〇
劣
に
逹
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
疫
は

納
税
者
が
金
融
機
関
を
指

定
し
て
そ
の
予
貯
金
口
座

か
ら
、
国
税
を
振
替
え
文

4.5帖
堵

A

村
営
住
宅
（
彗
疇
巴

の

入

居

者

を

募

集

小
高
小
学
校
に

立
派
な
置
時
計

部
.~' 

｝ヽ
 

ーク中北
須
釜

ク

落

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

辺

小

針

栄

蔵

主

ョ

ジ

の

夫

高

鈴

木

コ

ウ

重

男

妻

外

山

，

さ

だ

岩

谷

浩

光

妻

の

母

高

林

慶

正

主

マ

サ

子

の

夫

吉

村

コ

ト

オ

寿

養

母

鈴

木

ッ

光

善

妻

小
高
小
学
校
の
各
教
室

に
立
派
な
時
計
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
同
校
生
徒
会
が

害
虫
で
あ
る
「
い
な
ご
」

を
と
り
、
そ
の
売
上
金
で

何
か
学
校
に
記
念
に
残
る
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溝

井

一
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g
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国
大
雪
山
の
雪
白
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と
見
え
か
く
れ

皿

原

始

林

の

道

バ

ス

に

ゆ

ら

れ

ぬ

皿

111

白

禅

の

林

を

ぬ

き

て

見

え

か

く

る

皿

呻
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大

雪

山

の

雪

ま

だ

消

え

す

皿
原
始
林
の
巨
木
た
ほ
れ
て
朽
ち
果
て
し

―

山

登

り

ゆ

く

急

カ
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プ

し

て

血

み
．
つ
か
さ

一

ょ

べ

降

り

し

雨

に

水

量

競

ひ

つ

く

皿

石
狩
川
に
沿
ふ
て
バ
ス
走
る

[
防
除
隊
の
農
夫
遠
近
に
黒
く
ゐ
て

く
す
り

煉
の
如
く
農
薬
を
散
布
す
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1レ

仝
十
月
分
の
死
亡
届
か
ら
）

1
 

一
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
十
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

世
帯
主
名
続

泰

一

孫

重

義

ク

六
郎
，
―
―
―

央

，

司

孫

猶

勝

ク

女 柄

10・ 
―
―
―
―
―
一
才
児
検
診

子
セ
ソ
タ
ー
＇

10・ 
―
―
四
総
務
委
員
会

算
に
つ
い
て

1
 

O・ 

―
―
九
石
川
地
方
職
員
運

動
会
石
川
町
に
て

ニ
・
一
県
政
懇
談
会
午

后
二
時
．
』
．

―
-
·
―
―
.
-
―
-
•
四
第
三
回
臨
時

議
会
午
前
九
時
、
昭

和
四

0
年
度
決
算
外

―
-
・
写
県
下
農
業
委
員
大

会
石
川
町
に
て

ぞ

六

衆

液

型

検

査

西

部
地
区
午
前
一

0
時

玉
川
村
公
民
館

・
ク
東
部
地
区
．
、
午
后

一

時

支

所

―
-
・
七
総
務
委
員
会
村

有
林
干
五
沢
境
界
測
量

―
-
・
七
土
地
改
良
区
役
員

会
―
-
・
八
換
地
計
画
研
修
会

自
作
農
資
金
借
入
申
込

受
付
災
害
資
金
四
〇

件

—-• 

1
0

煙
草
収
納
開
始

東
部
地
区

――
・
1
0

豚
コ
レ
ラ
注
射

東
部

―-
1
一
区
長
会
午
后
一

時

本

庁

1

1

・

―
―
―
豚
コ
レ
ラ
注
射

東

部

・

―
―
.
―
―
―
町
村
会

ニ
・
一
四
四
辻
分
校
教
員
住 決 母

物
と
生
徒
会
で
話
合
、
各

教
室
に
置
時
計
と
き
ま
っ

た
も
の
で
、
寄
附
採
納
を

火
の
用
心
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宅
上
棟

ニ
・
一
写
国
土
調
査

F
工
程

入
札

―-
•
1七消
防
協
会
石
川
支

部
幹
部
大
会
石
川
町

ニ
・
一
七
土
木
委
員
会
災

害

1

一
・
一
九
豚
コ
レ
ラ
注
射

東
部

今
年
も
あ
と
ひ
と
つ
ぎ

あ
わ
た
だ
し
く
暮
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
村
民
の

皆
様
も
何
か
と
忘
が
し
く

す
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
4

思
い
ま
す
。

今
年
は
台
風
の
被
害
が

大
き
く
一
年
の
計
も
思
う

に
ま
か
せ
ず
、
四
一
年
を

ぉ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
人

も
多
い
と
察
し
ま
す
が
、

来
年
こ
そ
良
い
年
を
迎
い

ま
す
よ
う
、
御
祈
り
致
し

ま
す
。
広
報
の
発
行
も
、
皆
様

の
協
力
に
よ
り
今
年
も
十

二
月
号
を
発
行
さ
れ
ま
す

こ
と
、
緬
集
委
員
一
同
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

受
付
け
た
役
場
の
助
役
さ

ん
も
、
よ
い
子
等
の
善
行

を
ほ
め
て
い
ま
し
た
。




